
委員会レポート　連合審査会（文教消防委員会・建設水道委員会）

「高尾山古墳の存続について」の陳情の
提出を受け、連合審査会を開催！

委員会
レポート

「高尾山古墳を守る市民の会」、「高尾山古墳を考える会」、
「高尾山古墳の保存を望む会」の 3 つの市民団体から議
長に「高尾山古墳の存続について」の陳情が提出され、
平成 27 年 6 月 23 日の文教消防委員会及び建設水道委
員会の連合審査会において検討を行いました。

ここでは、これまでの経緯や連合審査会の内容などを
お知らせします。

高尾山古墳は、昭和 53 年に発見された墳丘長 60 メートル級の前方
後方墳です。平成 20・21年度に実施された都市計画道路沼津南一色線
の工事に伴う発掘調査において、東日本最古級の前方後方墳であること
が判明し、平成 26 年度の試掘調査の結果、古墳の年代は、230 年頃の
築造、250 年頃の埋葬という見解に至りました。

これは、邪馬台国の女王卑弥呼の墓とされる箸
はし

墓
はか

古墳（奈良県）の埋
葬時期とほぼ同時期であり、学術的にも価値の高い古墳といえます。

これまでも、市議会では、文教消防委
員会において「文化遺産を活用したまちづ
くり」をテーマに調査研究をしてきたほか、
平成 26 年度には、高尾山古墳についての
勉強会を開催するなど、文教消防委員会
を中心に文化遺産や高尾山古墳について
の理解を深めてきました。

庁内検討会を設置し、古墳の保存方
法などを検討（H23 ～ 26 年）

県教委とともに、古墳の周溝を一部残
す案について文化庁に説明（H26.12.16）

県教委へ「道路建設を進めるために
発掘調査を行いたい」旨の通知を提出

（H27.1.13 付）

文教消防委員会と建設水道委員
会の連合審査会にて陳情の検討
を行い、当局に対し要望（H27.
6.23）
※要望内容は 11 ページ参照

・ 文教消防委員会に、道路改良工事
のための発掘調査を再開する旨の報
告（H27.5.25）

・ 高尾山古墳埋蔵文化財発掘調査費
を含む平成 27 年度一般会計補正算

（第 1回）の議案を提出（H27.6.9）

・ 一般会計予算決算委員会にて
議案審議（H27.6.24）
※審議内容は２ページのピッ

クアップ議会参照
・ 本会議における採決の結果、

起立者多数で可決（H27.6.30）

市が示した古墳の周溝を一部残
す案について了承するとともに、
引き続き検討を続けるよう指示

（H26.12.16）

国（文化庁）

沼津市

議　会

高尾山古墳の保存を求める会長
声明（H27.5.22）

日本考古学協会

高尾山古墳の現状保存を求める
声明（H27.6.23）

静岡県考古学会

古墳の現地保存を引き続
き検討するなどの条件付
きで発掘調査を可能とす
る通知（H27.3.31）

県（教育委員会）

▲調査中断時点の高尾山古墳（平成 21年 11月撮影）

※灰色の矢印は、陳情・要望等をあらわしています。

高尾山古墳の存続についての陳
情（H27.6.16）

高尾山古墳を守る市民の会
高尾山古墳を考える会
高尾山古墳の保存を望む会道路の早期整備を求める要望

（H26.9.9、H27.6.2）

住居や神社の移転などに協力
した地元の自治会

高尾山古墳とは…

各方面からの要望と議会での審議

市議会では…

※ 陳情とは、特定の事項について利害関係のあるものが、議会に実情
を訴え、措置を要望することです。
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